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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明手段を収容するための照明器具本体（２）を備えた手術用照明器具（１）において
、手術用照明器具の中央の光源（６；８；１９；２４ｃ；３５）が、その他の照明手段と
は無関係に、手術用照明器具（１）の中央の明るさを高めるように制御可能であることを
特徴とする手術用照明器具。
【請求項２】
　光源（１９）が、中央のライトモジュール（１９）により形成されており、該ライトモ
ジュール（１９）が、光強度を付加的に高めるために明るさを調整することができる、請
求項１記載の手術用照明器具。
【請求項３】
　光源（６）が、手術用照明器具（１）の中央に取り付けられているハンドグリップ（３
）の周りにリング状に配置された付加的な光源（６）により形成されている、請求項１記
載の手術用照明器具。
【請求項４】
　光源（８）が、手術用照明器具（１）の中央に取り付けられているハンドグリップ（３
）内に配置された付加的な光源（８）により形成されている、請求項１記載の手術用照明
器具。
【請求項５】
　光源（８）が、ハンドグリップ（３）の、取り外し可能なスリーブ（１０）内に格納さ
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れている、請求項４記載の手術用照明器具。
【請求項６】
　光源（６；８；１９；２４ｃ；３５）がＬＥＤにより形成されている、請求項１から５
までのいずれか１項記載の手術用照明器具。
【請求項７】
　光を光出射面に向かって拡げ、その後で光出射面から照野（２０，２１）へと変向しか
つ／またはＬＥＤ光を均質化するためのレンズが設けられている、請求項１から６までの
いずれか１項記載の手術用照明器具。
【請求項８】
　当該手術用照明器具は、前記光源（６；８；１９；２４ｃ；３５）の光ビーム（６ｂ；
８ｂ；２３；２９；３７）が照野（７ｂ；９ｂ；２１；３０；３９）を形成し、前記その
他の照明手段の照野（７ａ；９ａ；２０；２６；３８）の中心点にフォーカシングされて
いるように形成されている、請求項１から７までのいずれか１項記載の手術用照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明手段を収容するための照明器具本体を備えた手術用照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の手術用照明器具は例えばドイツ連邦共和国特許出願公開第１９８３８６２７号
明細書により公知になっている。
【０００３】
　公知の手術用照明器具は少なくとも１つの放射線源と少なくとも２つのリフレクタとを
有している。影の無い照野を形成するために、手術用照明器具から出射する放射線は少な
くとも２つの異なる入射角でもって照野にぶつかる。その際、放射線の入射角は、少なく
とも２つのリフレクタ間の間隔またはリフレクタと放射線源との間の間隔を変更すること
により調節可能である。
【０００４】
　照野形状（手術台上で照らされた面積）の、処置に応じた変更は、背景技術の考えに基
づく手術用照明器具では考慮されていない。
【０００５】
　既存の手術用照明器具は固定的な配光を有している。手術用照明器具は多様な照明状況
に対応していなければならない。例えば傷口が大面積である場合には、影を避けるために
、大量の光が照明器具の周縁部から、障害物の下を照らすために必要となる。直径が小さ
く深度が大きい傷口の場合には、照明器具の中央からの光が必要となる。これらの極端な
状況は現行の手術用照明器具ではカバーしきれない。それというのも、公知の手術用照明
器具は常に配光に関して妥協を有しているからである。
【０００６】
　それゆえ今日一般的には、ヘッドライトまたは傷口内に挿入されるライトガイドファイ
バが使用されている。ただし、ヘッドライトまたは光ファイバが術者に制約を与え（術者
の頭の非人間工学的な保持）、傷口との直接的な接触時の汚染および衛生上の問題により
光出力が低下することは欠点である。
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許出願公開第１９８３８６２７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって本発明の課題は、小さな直径を有する深い傷口の照射を改善し得る手術用照
明器具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記課題を解決した本発明の構成によれば、手術用照明器具の中央の光源が、その他の
照明手段とは無関係に制御可能であるようにした。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の基本原理は、手術用照明器具の中央の光源を、本来の光源とは別個に制御し、
手術用照明器具の中央の明るさを変更する、すなわち高める点にある。基本原理の技術的
な実現のために、主として３つの実施形態が考えられる。第１の実施形態では、手術用照
明器具の制御装置が、手術用照明器具の中央の照明手段を、その他の照明手段とは無関係
に制御し、中央の明るさを手術用照明器具の残りの部分とは無関係に高めることができる
。第２の実施形態では、別個の光源が手術用照明器具の中央に設けられていることができ
る。第３の実施形態では、付加光源が、手術用照明器具の中央に存在するハンドグリップ
内に配置されることができる。有利には、照明手段としてＬＥＤが使用される。上記のよ
うに構成されていると、小さな直径を有する深い傷口の照射が改善される。
【００１０】
　本発明の５つの有利な実施例が図面に概略的に示されている。以下に図面を参照しなが
ら本発明の実施例について詳説する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　手術用照明器具１の側面図（図１）から、その原理的な自体公知の構造が見て取れる。
手術用照明器具１は照明器具本体２を有している。照明器具本体２はその内室に、図１に
は不可視の照明手段を有している。照明器具本体２は、図１に不完全に示した旋回アーム
を介して旋回可能に、建物の天井または壁に設けられた固定式のホルダまたは可動式のユ
ニットに固定されている。旋回アームは、ジョイントを介して互いに結合された複数のエ
レメントから成る。旋回アームの、手術用照明器具１に固く結合されたエレメント４は図
１に概略的に示されているにすぎない。それゆえ、手術用照明器具１はＸ方向、Ｙ方向、
Ｚ方向で三次元的に運動および旋回させられる。照明器具本体２に取り付けられたハンド
グリップ３は手術台上方の任意の位置で手術用照明器具１をポジショニングすることを可
能にする。ハンドグリップ３は解離可能に手術用照明器具の下面５に取り付けられている
。ハンドグリップ３は光出射面の中央または光出射面の外側にポジショニングされている
ことができる。
【００１２】
　術部を照射するために、下面５で光が出射する。
【００１３】
　図２には、複数のＬＥＤから成るリング状の光源６が照明器具本体２の光出射面に、滅
菌可能なハンドグリップ３の周縁部を取り巻くように取り付けられていることが示されて
いる。接続可能な光源６は付加的な光ビーム６ｂにより光照射野７ｂを生ぜしめる。光照
射野７ｂは、手術用照明器具の、光ビーム６ａにより生ぜしめられる光照射野７ａを助成
し、光照射野７ａの中央での深部照射を改善する。光源６の光ビームは光照射野７ａの中
心点にフォーカシングされている。光源６の強度は、深部照射を最適化するために、相応
に調整されることができる。
【００１４】
　図３に示した別の実施形態によれば、接続可能な複数のＬＥＤが付加的な光源８として
、滅菌可能な中央のハンドグリップ３内に格納されている。光源８から光ビーム８ｂが出
射する。その結果、光ビーム８ａにより生ぜしめられる光照射野９ａの中央に、付加的な
光照射野９ｂが生じる。
【００１５】
　ハンドグリップ３はスリーブ１０を有している。スリーブ１０は手術用照明器具に解離
可能に固定されることができる。図４には、取り外されたスリーブ１０が示されている。
スリーブ１０はフランジ１１を介して手術用照明器具に取り付けられることができる。滅
菌可能なハンドグリップ３はクリーニング目的で照明器具本体から取り外し可能である。
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借りて実施される。スリーブ１０の自由端に、白色光を発生する複数のＬＥＤ８が格納さ
れているので、光がスリーブ１０から出射することができる。その際、光はハンドグリッ
プに設けられた孔を通して、場合によってはこの孔をカバーする透明な窓を通して、また
は透明な材料から成るグリップを通して出射することができる。ビームを平行に案内する
ために、ＬＥＤ８にレンズエレメントが対応配置されている。付加照明は必要に応じてス
イッチオンされることができる。
【００１６】
　図５によれば、任意に組み合わせ可能な、多数のＬＥＤを有する個々のライトモジュー
ル１３～１９が照野２０を生ぜしめる。中央のライトモジュール１９の光発生が強化され
るので、照野２０に重畳する付加的な照野２１が生じる。照野２１は深い傷口を照射する
ために使用される。符号２２，２３がその都度の光ビームに付与されている。
【００１７】
　図６から、光放射を拡げるために設けられたレンズにより包囲されている個々の照明手
段２４ａ～２４ｃを備えた光源が照野２６を生ぜしめることが見て取れる。光路は光ビー
ム２７～２９により概略的に示されている。照野２６は中央３０で、光源２４ｃ、ひいて
は光ビーム２９の強度が周縁領域の放射よりも高いことにより強化される。
【００１８】
　図７には、分解された、個々の照明器具３１～３５により形成されたライトシステムと
、周縁部に取り付けられたハンドグリップ３６とを備えた手術用照明器具が示されている
。中央の照明器具３５は、強められた強度を有する光放射３７を生ぜしめる。その結果、
照野３８はその中央３９に、深部照射のためのより高い明るさを有している。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】手術用照明器具の側面図である。
【図２】本発明により考案された深部照射部を備えた、スイッチオンの状態にある第１の
手術用照明器具の斜視図である。
【図３】本発明により考案された深度照射部を備えた、スイッチオンの状態にある第２の
手術用照明器具の斜視図である。
【図４】図３に示した手術用照明器具のハンドグリップの斜視詳細図である。
【図５】本発明により考案された深度照射部を備えた、スイッチオンの状態にある第３の
手術用照明器具の斜視図である。
【図６】本発明により考案された深度照射部を備えた、スイッチオンの状態にある第４の
手術用照明器具の斜視図である。
【図７】本発明により考案された深度照射部を備えた、スイッチオンの状態にある第５の
手術用照明器具の斜視図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　手術用照明器具、　２　照明器具本体、　３　ハンドグリップ、　４　エレメント
、　５　下面、　６　光源、　６ａ　光ビーム、　６ｂ　光ビーム、　７ａ　照野、　７
ｂ　照野、　８　光源、　８ａ　光ビーム、　８ｂ　光ビーム、　９ａ　照野、　９ｂ　
照野、　１０　スリーブ、　１１　フランジ、　１２　操作エレメント、　１３　ライト
モジュール、　１４　ライトモジュール、　１５　ライトモジュール、　１６　ライトモ
ジュール、　１７　ライトモジュール、　１８　ライトモジュール、　１９　ライトモジ
ュール、　２０　照野、　２１　照野、　２２　光ビーム、　２３　光ビーム、　２４ａ
　照明手段、　２４ｂ　照明手段、　２４ｃ　照明手段、　２６　照野、　２７　光ビー
ム、　２８　光ビーム、　２９　光ビーム、　３０　照野、　３１　照明器具、　３２　
照明器具、　３３　照明器具、　３４　照明器具、　３５　照明器具、　３６　ハンドグ
リップ、　３７　光ビーム、　３８　照野、　３９　照野
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